
（契約保証金が金銭的保証の場合） 

 

「下野市建設工事請負契約書」は、次の事項にご留意の上作成し、契約検査課に提出くだ

さいますようお願いいたします。 

 

１．契約書（鏡） 

 

２．約款 

条文削除のため、各々上部余白に記載し訂正印のこと 

 

Ｐ．１２ 第３６条削除 ※ 請負代金額３００万円以下又は前金払を請求しない場合 

Ｐ．１２ 第３６条第３項及び第４項削除 ※ 請負代金額３００万円以上で部分払を選

択する場合 

Ｐ．１３ 第３９条削除 ※ 部分払を請求しない場合又は中間前金払を選択する場合

（単年度工事） 

Ｐ．１４ 第４１条及び第４２条削除 ※ 債務負担行為及び継続費対象工事でない場合 

Ｐ．１５ 第４３条削除 ※ 債務負担行為及び継続費対象工事でない場合 

 

３． 仲裁合意書には、いずれかの管轄審査会名を記載する。 

 管轄審査会名栃木県建設工事紛争審査会 

※大臣許可業者は中央建設工事紛争審査会 

 

４．仲裁合意書以降に添付するリサイクル法関係様式(別紙)は、該当する様式のみを貼

付してください。 

 

下野市建設工事請負契約書 

 

１．工事名   ○○○○○○○工事 

２．工事箇所  下野市○○○ 地内 

３．工期 

４．請負代金額 

５．契約保証金          円 

↑ 

この部分については、次の契約保証方法により記入 

 

・現金のとき         ：￥○○，○○○，○○○円 

・有価証券のとき       ：担保（有価証券の提供） 

・銀行、保証会社の保証書のとき：担保（銀行等の保証） 

・損害保険会社の保険のとき  ：免除（履行保証保険） 

・履行保証証券のとき     ：免除（公共工事履行保証保険） 

 

６．解体工事に要する費用等 別紙のとおり 

（略） 

  年  月  日 


